































































































































































































































































































































































平均値 S．D． 平均値 S．D．
〔参考〕
全国平均＊
身　　長（cm）
体　　重（kg）
111，1
20．5
5．2
2．0
110，8
18．1
7．4
2．1
109．8
18．6
＊文部省：昭和52年度学校保健統計調査の5歳男女の平均値
離乳が順調であった対象児は，丈夫である子がかぜをひき易い子を凌いでいたが，その差は有意ではなかった。
　次に，家庭状況との関係については，本対象児の73・　1％は核家族であるが，なかでも虫歯のある子は虫歯の
ない子に比べて核家族である率が高い。また，「丈夫で虫歯のない子」の母親の専業主婦率が6Z4％と最も高
く，かぜをひき易く虫歯のある子の母親のそれは62・O％と最も低値であった。しかしながら，それらの差はい
ずれも僅少で有意ではない。
　さて，歯みがきの習慣を健康状態別に観察すると，いずれも有意差は得られなかったものの，「食事後いD・
もみがく」は概して虫歯のある子の率が若干高く，他方，「就寝前いつもみがく」は虫歯のない子の率がやや
高く，しかも丈夫である子よりもかぜをひき易い子に概して高率であった。これらのことは健康状態の低位の
対象児が，歯みがきに留意している傾向をうかがわせるが，岡田ら6）の5歳児は歯みがきの習慣の確立される
年齢であるとの見解から推論すると，対象児の歯みがきの習慣の定着度はあまり良好とはいい難い。
　（6）健康状態と体位について
　対象児の体位の平均値を表7に示した。丈夫である子はかぜをひき易い子に比べ，身長にはさしたる差は認
め難いが，体重においては平均2．4kg多いことが知られ，また5歳児の全国平均に比べても若干優位であっ
た。
　以上，新潟市幼稚園の5歳児について，丈夫である子293名とかぜをひき易い子115名をさらに虫歯の有無別
に分類して，その食生活状況との関連性を検討したのであるが，幼児期の食事指導上1つの指標ともなる「丈
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夫で虫歯のない子」（43名）は対象児の10．6％を占めており，牛乳の飲用（P＜0．05），緑黄色野菜の摂取（P
＜0・01）及び食事量（p＜0．05）が比較的多く，好き嫌い（p〈0．Ol）が少なく，朝・夕食の食事内容のバラソ
スが比較的良好で，間食の時間が大体決めてあり，間食として果物と牛乳の摂取頻度が高く，母乳栄養（P＜
0．　OS）のものがやや多いことが認められた。このような健康な幼児は生来食事に関する問題の少ないもののよ
うであり，母親はその食事指導において，「きげんをとって食べさせる」必要はあまりなく，わがままをたし
める」，「調理に工夫をする」ものが多かった。
　他方，これと対照的な「かぜをひき易く虫歯のある子」　（100名）は，対象児の24・7％を占め，母乳栄養の
ものがやや少なく，牛乳・縁黄色野菜の摂取及び食事量が少なく，好き嫌いが多く，朝食のバラソスの良好な
ものが少ないことが，前者に比べて有意であった。また，生来食の細い子が多いためか，子供がいやがって食
べない時の母親の対応の仕方は，各項目に多様に分散していて，その食事指導の難しさがうかがわれた。家庭
状況では，核家族の率が比較的高く，母親の専業主婦率が対象4群中最も低いものの，歯みがきの習慣が比較
的定着しており，間食は比較的時聞を決めて与えられていた。
　また，「かぜをひき易く虫歯のない子」（15名）は対象児の3・7％にすぎないが，朝食喫食率，母乳栄養及び
離乳の順調な進行が最も低値であり，子供がいやがって食べない時に「きげんをとって食べさせる」母親が，
「丈夫で虫歯のない子」に比べて多い（p〈0．01）ことが特徴的であった。
　なお，「丈夫で虫歯のある子」（247名）は，対象児の60．9％を占め，朝食喫食率，母乳栄養の率及び離乳の
進行が最も良好である他は，いずれの項目もおおむねほぼ中位の成績であり，本調査対象の5歳児の平均的な
姿を反映しているように思われる。
　本調査によるこれらの実態にかんがみて，段階的に漸次その子の成長発育にふさわしい食生活へ導くよう，
母親の意識啓発を促し，母親と協力しつつ，幼児食の関係者は努力して行きたいものと思う。
　要　　　　　約
　幼児の食生活状況と健康状態との間にはどのような関連性があるかについて，新潟市幼稚園の5歳児405名
を対象に，昭和52年7月に実態調査を行い，次のような結果を得た。
　1）丈夫で虫歯のない子は，かぜをひき易く虫歯のある子に比べて，牛乳・緑黄色野菜の摂取頻度，食事
量，好き嫌いがないもの及び朝食の食事内容のバラソスの良いものがそれぞれ有意に多かった。
　2）丈夫である子のグループは，かぜをひき易い子のグループに比ぺて，母乳栄養の率，離乳の進行及び朝
食喫食率において優位であり，きげんをとって食べさせる母親が少ない。
　　　　　　　6e．　e　3）対象児の6ts9％を占める丈夫ではあるが虫歯のある子は，5歳児の食生活状況のほぼ平均的な姿を反映
しているように思われる。
　終りに，本研究にご懇篤なご指導とこ校閲を賜わりました日本総合愛育研究所武藤静子先生に厚く御礼申し
上げます。また，調査の実施に際しご協力いただきました新潟市福祉課笠原里子氏ならびに，対象幼稚園の諸
先生方に深謝申し上げます。
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